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第 10分科会 家庭科教育 

課題提起 

 

Ⅰ 家庭科研究会がすすめていきたいこと   

（１）自己肯定感を強く持ち、自分の人生を積極的に構築できる力を生徒に付けさせたい。 

今の生徒は、幼い頃から生活体験が少なく、絶えず知識偏重の競争にさらされ、結果として自己肯定

感が低くなっていることが様々な社会現象の中から読み取れる。高校生は、他者との関係性の中で葛藤

しながら自己を確立していく発達段階にある。昨今のⅠT 化は、本来意見の異なる他者との共生に資す

るべきものであるが、現実には分断や差別を助長している側面が大きく、生徒への影響も見過ごせない。 

高校家庭科の授業では、生徒自ら課題解決や作品を完成するなど結果を導くことにより、充実感や達

成感を得ることができる。また、仲間と意見を出し合い、協力して実験・実習を行うことで他者との相

互理解、集団の一員としての存在意義や成長を感じ取ることができる。こうした経験と科学的に裏付け

られた理論を学ぶことで生徒に自信を与え、それが自己肯定感の向上に結び付く。それらを積み重ねる

ことで生徒自身の人生を積極的に構築できる力につながる授業を目指していきたい。 

（２）現実から出発し、将来の生活を自分自身で主体的に生きる力を生徒に付けさせたい。 

生徒の家庭の経済状況はますます格差が広がり、深刻な困難を抱え、さらに孤立感を深めている生徒

が増えている。また、実現困難と思われる働き方改革など、生徒の将来には、人間らしい生活を送るこ

とすら見通せない不安な現状がある。グローバルとキャリア教育の名のもとに高校間格差が生じ、生徒

の学校における経験は授業の内容だけでなく様々な場面にも差別化が進んでいる。どのような高校であ

ろうと、将来,自分が直面するであろう課題や問題を解決するために必要な知識や技術を学ぶ機会は平

等でなければならない。家庭科の授業では、生徒の現在の生活の問題点に立脚し、そこから本来の「生

きる力」を身につける授業を目指していきたい。 

（３）サスティナブルな社会の構築を目指すと共に、変化の激しい今の社会に柔軟に対応できるような

資質・能力を育てたい。 

世界的に海洋汚染や温暖化による気候変動が大きな問題となり、環境に配慮した生活は引き続き重要

であると強く考える。二酸化炭素の排出を抑えた生活や、健康を考えた科学技術の発展は、知恵と工夫

と生活の技術がなければ実現するものではない。 

高校家庭科の授業において、実習や体験をすることにより、環境負荷の少ないサスティナブルな生活

や命と健康を大切にする方法をイメージできることで、その先の具体的な科学技術の研究や発明につな

がっていくと考える。生徒の柔軟な能力を十分に発揮させ、社会の発展につながる授業を目指していき

たい。 

Ⅱ 討議の柱  

 ① 児童・生徒の直面している課題や学習要求に沿い、家庭科の探求的な学習内容や子どもを主体と

する授業づくりについて検討する。  

 ② 児童・生徒、学校、家庭、地域の状況を出し合い、児童・生徒を主人公にした学校づくりについ

て家庭科の視点で検討する。  

 ③ 時間数・単位数削減の中での学習内容の編成・精選について検討する。  

 ④ 新学習指導要領において家庭科がどのようになっているかを捉え、新たに生じている課題を検討

し、これからの時代を生きる生徒・児童にどのような力をつけるべきか学び合う。      

⑤ 家庭科教育の内容が道徳教育にすり替えられないように、家庭科の視点を明確にする。 
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                            長野県松本市立芳川小学校 上原 愛海 

第１０分科会 家庭科教育 

                                        松塩筑支部 

                                 長野県松本市立芳川小学校 

                                         上原 愛海 

 

 

「自ら願いをもち 友と関わりながら 学びを深める子ども」 

～自分の願いをもち、友と関わりながら視野を広げ、実生活に結び付けてその願いを叶えようとする子ども～ 

 

１ はじめに 

本学級の児童は家庭科の学習について、「作ってみたい」「楽しみ」「家でできそう」など、初めて出会

う学習内容にとても意欲的で活発に取り組むことができている。お茶をいれる学習や、ゆで野菜を作る

学習でも主体的に取り組み、できるようになったことが嬉しく、自信となり、「お母さんにふるまいた

い」「家族に食べてもらいたい」と家庭や生活に活かしていきたいと強く思える子どもたちが多く見ら

れた。反面、活動前に「難しそう」という印象をもち「うまくできないかも」と不安を感じてしまう児

童もいる。この題材では、基礎的な技能を学んでできることを増やし、計画した作品を完成させること

を通して、不安が小さな自信に変わり、「今度は誰かのためにつくってみたい」と相手意識をもつことが

できると考えた。そして、相手の気持ちに寄り添って計画することで願いをもち、その願いを叶えるた

めにより工夫して家庭で実践しようとする意欲につながると考え、本題材を設定し、授業を行った。 

 

２ 実践事例 

（１）題材名 「ソーイング はじめの一歩」 

 

（２）題材展開 

過程 学習活動（時間） ・留意点  評価 

生
活
の
課
題
発
見 

１ なぜぬうのだろう（１） 

  

 

 

 

・身の回りには、布を縫い合わせてでき

ている物がたくさんあることをおさえ

る。 

・のりやホチキスなどでとめることとの

違いから、ぬうことのよさに気づかせ

る。 

・昨年度の５年生が作った小物の写真

や、教師が作った小物を展示し、子ど

もたちが小物作りに対する意欲を高め

られるようにする。 

思判表① 

色々なぬい方ができるようになって、オリジナル小物を作ろう！ 
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解
決
方
法
の
検
討
と
計
画 

２ どのような方法でぬうのだろう

（４） 

玉結び・玉どめ、なみぬい・返しぬ

い・かがりぬい、ボタンつけについ

て、一人ひとり、ワークシートにそ

って練習を進める。 

 

 

 

・完成品を観察させることで、目的に応

じて丈夫に縫ったりボタンをつけたり

するなどの必要性に気づかせ、製作に

向けて習得が必要な知識や技能を児童

と共有する。 

・基礎ぬい実習キットや、教師用の大型

練習用布、動画、見本などを用意し、

児童が自分に合った方法を選んで練習

ができるようにする。 

・同じ方法を選んだ児童同士で、一緒に

作業したり教え合ったりできるよう

に、教室環境を整える。 

主学態①② 

知技① 

課
題
解
決
に
向
け
た
実
践
活
動 

３ 小物を作ろう（３） 

 ①学習したぬい方を使って、小物作

りの計画を立てる 

 ②③立てた計画に沿って、小物作り

を進める 

・小物作りのポイントとして、①形・大

きさ②使いやすさ③丈夫さ④見た目を

おさえ、ポイントに沿って小物作りの

計画を立てたり、ふり返ったり、次の

作品作りへ生かしたりすることができ

るようにする。 

・製作途中の作品（針が刺さっていない

もの）を掲示し、授業時間以外でも、

児童がお互いの作品を見合えるように

することで、次の作品作りへの意欲を

もてるようにする。 

知技② 

思判表 

②③④ 

実
践
活
動
の
評
価
・
改
善 

４ 手ぬいを生活に生かそう（１） 

 【本時】 

 

 

 

 

 

・自分のために作った作品をふり返った

り、友だちと作品を見合ったりして気

づいたことを、次の作品作りへ生かせ

るようにする。（ワークシートの工夫） 

・誰に、何を、どんな工夫をして作りた

いかを、簡単な計画表に記入する。 

・次の作品作りは、夏休みの自主学習と

して取り組ませる。（必須ではない） 

 

主学態③ 

（３）本時案 

１）主眼 

自分のための作品を作りあげた子どもたちが、相手が喜ぶ作品を作るためにはどんな工夫ができ

るかを考える場面で、自分の作品の良かった点や改善点を振り返ったり、友だちと互いの作品を見

合ったりすることを通して、こだわりポイントに合ったぬい方やデザインを考え、できあがり図を

かくことができる。 
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２）本時の位置（全９時間中の第９時） 

前時：立てた計画に沿って、自分のための小物を完成させ、次の作品作りへの見通しをもった。 

 

３）指導上の留意点 

   ・計画表が進まない児童には、近くの友だちからアイディアを得たり、板書を手掛かりにしたり

するよう声をかける。 

・計画表が早く完成した児童には、できあがり図に色塗りをするよう提案したり、小物づくりの

ポイントチェックシートを確認させたりする。 

 

４）本時の展開 

段
階 

学習活動 児童の反応 時
間 

・指導 ◎支援 □評価 

導
入 

１  誰にどんな作品を

作りたいと考えたの

かふり返り、こだわり

ポイントを選ぶ。 

 

 

 

 

２  自分の作品を見直

したり、友だちの作品

を見合ったりする活

動を通して、できそう

な工夫を出し合う。 

・妹にティッシュケースを作

ってあげたい。 

・毎日使ってほしいから丈夫

にしたい。 

・丈夫にするためにはどうし

たらいいのかな。 

 

 

・自分の作品のときに、丈夫

にしたかったからかがり

ぬいにしたよ。 

・名前をししゅうしてあると

かっこよかった。 

・ボタンを付けたら使いやす

そう。 

・ペンケースの長さが足りな

くて、えんぴつが入らなか

ったから、今度は長さを測

って作ろう。 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

◎ワークシートに、どんなこ

とにこだわりたいのか（こ

だわりポイント）を書く。 

・作る相手を意識してこだわ

りポイントを選ぶように声

をかける。 

 

 

◎こだわりポイントとこだわ

りポイントに合った工夫を

一つ一つていねいに確認す

ることで、作品作りの見通

しをもてるようにする。 

◎こだわりポイントとこだわ

りポイントに合った工夫を

整理して板書する。 

展
開 

３  計画表にできあが

り図を書く。 

 

・丈夫になるようにかがりぬ

いにしよう。 

・妹は、ピンクが好きだから

ピンクのししゅう糸を使

おう。 

・えんぴつが１０ｃｍだか

ら、１５ｃｍあればだいじ

ょうぶかな。 

10 

 

 

 

 

 

 

◎計画表が進まない児童に

は、近くの友だちからアイ

ディアを得たり、板書を手

掛かりにしたりするよう声

をかける。 

◎自分の願いに合ったぬい方

やデザインになっているか

問うことで、本来の目的を

再確認できるようにする。 

学習課題：こだわりポイントに合ったぬい方やデザインを考え、できあがり図を書こう！ 

 

学習問題：相手が喜ぶ作品を作るためにどのような工夫ができるだろう？ 
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４  できあがり図を友

だちと見合い、工夫を

伝え合う。変更したい

ところが出てきた場

合は、それぞれで修正

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポケットが２つあると、使

いやすそうでいいなあ。 

・同じティッシュケースでも

ぬい方が違った。 

・最初は、なみぬいにするつ

もりだったけど、丈夫にす

るにはかがりぬいの方が

よさそうだな。 

・返しぬいの方がじょうぶに

できるけど、ぬい目もデザ

インの一部にしたいから、

なみぬいのままにしよう。 

・○○さんのペンケースの計

画を見て、もう少し大きく

したほうがいいと思った。 

・ポケットがあると便利だと

言われたから、付け加えて

みよう。 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎できあがり図を見合い、工

夫を伝え合うときに、①こ

だわりポイントに合った工

夫があるかどうか②友だち

の工夫で自分の作品に取り

入れられそうなことがある

かどうか考えてみるように

伝える。 

◎変更したいところが出てき

た場合は、その場で修正し

てよいことを伝える。 

・友だちと自分のできあがり

図を比較することで、類似

点や相違点を見つけ、各々

にぬい方やデザイン選択の

ポイントがあることや、個

人追究では思いつかなかっ

た考え方に気付けるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ま
と
め 

５  立てた計画を発表

する。 

 

 

 

 

 

・妹のために、毎日学校に持

って来たくなるティッシ

ュケースを作りたい。その

ために妹の好きな色を使

ったり、ほつれないように

かがりぬいをしたりする。 

・お母さんのために、使いや

すいカード入れを作りた

い。ポケットを１つつけよ

うと思っていたけど、友だ

ちの話を聞いて２つつけ

ることにした。 

9 

 

 

 

 

 

 

・何人か指名する。 

・友だちとできあがり図を見

合う活動で、工夫を加えた

り修正したりした児童がい

れば紹介し、友だちとの関

わりの良さに気付けるよう

にする。 

◎全体に計画表が見えるよう

に書画カメラを使用する。 

 

３ 実践の様子 ～A児の変化の様子から～ 

 以下は、Ａ児の「自分のための小物づくり」の製作計画と「父にプレゼントするお守り」の製作計画の比較であ

る。Ａ児は、自分のための小物づくりの製作計画を立てた場面では、丈夫さと使いやすさにこだわったペンケース

を作りたいと考えていたが、製作計画には、縫い方や使いやすさを求める工夫などの記述はなかった。実際に製

作してみて、立てた製作計画では足りない部分があったと気づいていた。 

製作と振り返りを行ったこと、級友の製作過程を目にしたことで、本時の父にプレゼントするお守りの製作計画

には、具体的な長さや、丈夫にするための縫い方、縫う順番等が記述されていた。Ａ児の様子から、自分の作品

の良かったところや改善点を振り返り、友だちと製作計画を見合ったことから、より現実的な製作計画を立てるこ

とができたと感じる。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

家族の一員として生活をよりよくし

ようと、生活を豊かにするための小

物作りの製作計画を立てたり、小物

を製作したりすることについて、工

夫し、実践しようとしている。 

（ワークシート、見立て） 
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【自分のための小物づくり 製作計画】 

作りたいもの→ペンケース 

こだわりポイント→丈夫さ、使いやすさ 

このこだわりポイントを選んだ理由 

→丈夫じゃないと壊れちゃうし、使いやすくないと意味がないから。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長さの記述はあるが、縫い方や縫う順番などの記述はない。 

丈夫さと使いやすさにこだわっていたが、丈夫にするための工夫や使い

やすくするための工夫は書かれていなかった。 
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【父のための小物づくり 製作計画】 

作りたいもの→お守り 

こだわりポイント→大きさ、見た目 

このこだわりポイントを選んだ理由 

→大きすぎても小さすぎても困るし、見た目がいいと心をこめて作ったことが伝わるから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇部分は、縫う順番について細かく書かれている。その他にも、丈夫にするための縫い

方やフェルトの色、拡大図など、工夫して書かれている。 
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４ 実践の成果と課題 

今回の成果としては、題材を通してこだわりポイント（形、大きさ 使いやすさ、丈夫さ、デザイン）

を設定したことが、子どもたちが「何に気を付けて、何を目標として」小物を作るのかが明確になるき

っかけにつながったことが挙げられる。また、友とかかわりあう場面で、同じ小物を作る同士でまとめ

たことで、「お守りどこから縫う？」「このくらいの大きさならえんぴつ入るかなあ」「あーそうやって縫

うのかわいいね」など悩みや疑問を解決する手立てになったことが挙げられる。 

課題としては、グループワークを行った際に、まだまだできあがり図を書きたいという気持ちが強く、

グループワークには参加せず、黙々と描き続ける子がいたことから、強制的にグループ分けするのでは

なく、相談してもしなくても自由に選べる、一人で考えたい人というエリアを設定するなどの支援があ

るとよかったのではないかと感じる。 

 

 

 



辰野町立辰野西小学校  村澤陽介 太田知里 
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「家庭でもやりたい！」と思える家庭科の授業づくり 

～家庭科における主体的に取り組む態度の具体の姿と単元構成を視点として～ 

 

１．研究テーマ設定の理由 

（１）本校の研究推進について 

本校の研究の時間は「授業ミーティング」という名

称で、毎週月曜日に位置づいている。授業ミーティン

グでは、目指すべき子どもの姿実現のために教師一人

一人が個人研究テーマを設定し、小グループ活動や研

究推進だよりの発行による推進状況の共有や協働的な

研究、教師の主体性を大切にした授業公開や授業づく

りを行っている。これらの個人研究を、年度当初に行

う「カリキュラム・マネジメント」の視点からの校内研修や個人研究の中間報告、まとめの報告会、ICT

の活用事例報告会が支え、研究推進を行っている。つまり本校の研究は、「個人研究において、教師一

人ひとりの興味関心をもとに、子どもの『生き生きとした姿』『考えを表現し、認め合う姿』に向かっ

て、研究・研修を積み重ねていく研究推進」という方向性を大切にし、この研究の方向性は３年目とな

り、目指す姿や研究体制をブラッシュアップさせながら研究推進を図っている。 

（２）太田知里教諭の研究テーマ及び小グループの研究の方向性について 

  今年度、家庭科の授業について研究を深めたいと考えた太田知里教諭は、本年度の個人研究テーマ

を「『家庭でもやりたい！』と思える家庭科の授業づくり」と設定した。このテーマ設定の背景には、

太田教諭の日々の家庭科の授業実践の中で、「学校の授業が家庭に活かせないことに課題を感じている

こと」「家庭科＝実習だけという意識を、子どもも教師も脱却したい」「家庭科の学習でも『主体的・対

話的で深い学び』を実現したい」という思いがあった。 

 太田教諭の研究テーマを受け、小グループで家庭科の授業づくりの検討をスタートした。グループの

研究テーマを「家庭科における主体的に取り組む態度の具体の姿の検討および、その育成に向けた授業

づくり」とし、授業づくりにおけるめざす子どもの姿を「子どもたちが『自身の生活から始まり、自身

の生活にかえっていく家庭科の学習過程』を自分で意識・実践できる」とした。その姿の実現のために、

以下の５つを研究内容及び手立てとして位置づけた。 

【研究内容及び手立て】 

・単元を貫くねらいを大切にした単元構想と第１時の授業の工夫 



・知識の体系化 

・知識・技能習得における協働的な学びと個別最適な学びのバランスの良い配置 

・自身の生活にかえる習得した知識・技能の活用（思考・判断・表現）場面の位置づけ 

・学習サイクルの見える化 

 

２．研究内容について ～「夏をすずしくさわやかに」の授業実践から～ 

（１）研究内容を踏まえた授業づくりの概要 

 ５つの研究内容を授業づくりの手立てとして、「夏をすずしくさわやかに（「住生活・快適な住まい方」）」

の単元で授業づくり・授業実践を行った。各研究内容の詳細は以下の通りである。 

① 単元を貫くねらいを大切にした単元構想と第１時の授業の工夫 

  表は事前授業における単元構成のメモ

です。「家庭でもやりたい」と思える授業」

を目指していくには、子どもたちの生活や

経験を出発点とした、ねらいの設定が大切

であると考えた。そこで、第一時の授業の

中で、子どもたち自身の生活を想起させる

きっかけをつくることを学習活動として

位置づけると共に、自身の生活の困り感や

課題をもとにねらいを設定し、それらが解

決される学習活動が位置づく単元構成を検討した。右図は授業者の単元構成メモに、本研究の要素を追

記したものである。 

② 知識の体系化 

  ①の通り、単元序盤に子どもたちの生活や経験を出発点とすることで、自身の生活の困り感や課題

が見出されると共に、経験上の工夫も確認することができるだろう。本研究では、子どもたちが経験と

してもつ生活の工夫を共有し、それらを整理する学習活動を位置づけ、整理された内容を、単元を通し

て働かせる「見方・考え方」として、追究していく視点としていくこととした。この実践では、第１時

の授業の中で、夏を涼しくするための工夫について、Google ジャムボードを用いて、子どもたちの経

験から考えを出し合い、整理していくことで、単元を通して夏の生活を考える視点として、「気温」「風

通し」「湿度」といったポイントを見出すよう構想した。この視点を子どもたちは、単元を通して意識

しながら、自身の家で涼しくなる生活を考えていくことを期待している。 

③ 知識・技能習得における協働的な学びと個別最適な学びのバランスの良い配置 

  子どもたちと設定したねらいが達成されるための知識・技能習得を位置づける。 

知識習得については、ICT の映像資料や Google ｸﾗｽﾙｰﾑを活用しながら、個人の習得進度や習得状況

に合わせて、個別に学ぶことができる学習環境を整える。 

技能習得場面では、習得した知識が活かされ、子どもたち自身の願いや課題に基づいた実験的な学習

活動を設定する。活動の中で子どもたちは協働的に追究・試行錯誤をすることで、技能習得を図ってい

く姿を期待している。 

この実践では、NHK for School等の映像資料を活用して、換気や遮光の方法について学習をし、そ



の後、子どもたち一人一人の家庭で実現可能な「家を涼しくする方法」についてきめ出し、きめ出した

内容についてその効果や、より効果的になる方法を実験する授業構成とした。 

④ 自身の生活にかえる習得した知識・技能の活用（思考・判断・表現）場面の位置づけ 

  手立ての②③によって習得した知識を

もとに、思考力・判断力・表現力が発揮さ

れ、自身の家に活かせるプロジェクトを考

える活動を設定する。この活動について

は、単元のねらいが設定された際に提示

し、課題解決の方法をまとめていく際に使

用していく。この実践では、Googleスライ

ドを用いて自身の家を涼しくする方法を

レポートにしてまとめ、家庭で実践してい

る方法を写真にとって貼り付け、実践をふり返えられるシートを用意した。 

⑤ 学習サイクルの見える化 

  単元を通しての振り返りをまとめていけるよう共同編集が可能な Googleスライドを用いる。子ども

たちが、自身の家から始まり自身の家にかえるための学習の足跡を見える化できることや、お互いの学

習状況を交流したり、コメントを送り合ったりしながら協働的にかつ個別最適に追究できるようにす

ること期待した。 

（２）実践から示唆されたこと 

 以上の手立てを踏まえて事前授業を行った結果、次の４点が示唆された。 

１点目は、子どもたちの現状を掴んでいることが大事だということである。子どもたちの生活背景で課

題がそれぞれ違うため、子どもたちの生活や経験を出発点として、ねらいや学習活動を位置づけたり選

択肢として用意したりしておく上でも、扱う内容の実態を丁寧に把握し、実態に即した単元の構想の必

要性を感じた。 

２点目は、単元を貫く学習問題の主たる場所は、家庭か学校なのか明確にすることである。家庭科の活

動によっては、扱う道具や環境が違うため学校でやったことが直接家庭に結びつかない場合がある。学

校内で完結し、家庭に置き換える単元なのか、今回のような生活を出発点とする単元なのかはっきりさ

せていくことが大切であった。また、後者の考え方であっても、常に学校での学習とのギャップがあると

いうことを意識して授業づくりを行ったり、子どもたちに考えさせたりしていくことが大切さを感じた。 

３点目は、３つの知識を統合させる展開を考えていくことである。家庭科で用いられる知識には、①他

教科の既習知識 ②実生活からの経験 ③新規の知識と３つの知識があるとご教授いただいた。これら

の知識を見方考え方の視点として整理・統合させたり、技能発揮の伴う学習活動の位置づけや実験的活

動の位置づけなど、理論としての知識から実験・実践を通して活きた知識習得に向けた展開を考えたり

していくことの大切さを感じた。 

４点目は、評価規準を明確にすることである。評価基準を明確にすることで、各時間の学習内容や指導

内容の明確化につながっていくと考えた。 

 

３．実践から見えてきた単元構成のイメージ 



 ２の授業実践から示唆されたことを踏まえて、授業づくりの際の単元構成のイメージを下表の通り検

討を行った。 

 

単元を始めるにあたって事前準備による子どもの実態把握及び実験的活動のきめ出しを位置づける。

単元の序盤では、子どもたちが自身の生活を想起しながら、見方・考え方を踏まえた単元のねらいを設定

し、子どもたちの既習や生活経験を基にした知識の体系化と、新たな知識の習得を図る。単元の中盤で

は、習得した知識をもとに、自身の課題に応じた実験的活動や技能習得を図り、活きた知識にしていく。

単元終末には、自身の家庭に活かすことのできる方法としてまとめていく。子どもたちは、この学習過程

を意識し、単元をまとまりに捉え、「自身の家庭でもやってみたい！」と願いを持ち、主体性が発揮され

ることをイメージした。この学習過程に合わせて、学習活動・指導に即した評価規準を各時間に位置づけ

ていく。単元の内容によっては若干の内容の変化や移動があるが、この単元構成のイメージをもとに、柔

軟に対応できるのではないかと考えた。 

 

４．弁当作りを学習活動として位置づけた「食生活」の授業づくり・授業実践から 

（１）単元構成を中心とした授業づくりの概要 

教科書「まかせてね今日の食事」の学習内容について、弁当作りを学習活動として位置づけた「食生活」

の学習単元を構成した。２（２）及び、３の単元構成のイメージをもとに本時の学習・指導内容、評価基

準を検討しながら授業づくりを行った。授業の単元展開及び評価規準は別紙資料①表の通りである。 

（２）第１時～第４時までの授業の概要 

 第１時では、１学期に６学年で行われた校外学習の際に撮影した自分の弁当の写真や、事前に各家庭

でとったお弁当に関わるアンケートを共有し、お弁当作りに対する自身の経験やお家の方の意識につい

て共有した。子どもたちのアンケートを通して、お弁当はどんなときに作るかというテーマによって、中

身や意識が変わっていきそうだということに気づいた。また、お弁当づくりの工夫についてをテキスト

マイニングにかけて、提示することで、単元を通してのお弁当作りのポイントを「色どり・栄養バラン

ス・手早さ」と整理し、この３つを「健康を支える」とまとめ、本単元のねらいを「わたしの健康を支え



る、『My お弁当』をつくろう!」と定め、単元がスタートした。 

第２時は、ポイントとして整理した「色どり・栄養バランス・手早さ」それぞれの具体的な知識習得を

図る時間とした。教科書に記載された主食・主菜・副菜の構成についてや、Google ｸﾗｽﾙｰﾑに資料として

提示した「いろどり」や「手早さ」についての資料を参考に、それぞれのポイントの具体的な内容につい

て確認をし、授業の後半では、それぞれが関心を持った内容について、さらに調べる時間をとり、Google

ジャムボードにまとめた。 

第３時と第４時では、第２時で習得した知識を活かして、献立作りに入った。最初に、自身がどのよう

な時に食べるお弁当を作るかといった内容を、第１時の内容を想起しながら、お弁当のテーマを決めた。

その後、それぞれのテーマと３つのポイントとのかかわりやバランスを確認したのち、献立作りに入っ

た。Google スライドやジャムボードのフォーマットを使いながら、主食・主菜・副菜のメニューや材料

を表にまとめる子、材料を栄養バランスの表に配置しバランスを確認する子、お弁当の配置を紙にかき、

いろどりを確認する子など、自身のテーマに沿って献立を作成した。また、メニューが思いつかない児童

のために、家庭科の教科書に載っているメニューを主食・主菜・副菜に分けてまとめ、資料として使える

ようにした。授業のふり返りでは、既習の知識を活かして献立を立てたことへの満足感を感じながら、

「本当にこれで大丈夫だろうか？」という確認の必要性も感じていた。 

（３）第５時における子どもの姿と授業参観者からのご意見 

第５時を公開授業として多くの先生方にご参観いただき、本時に取り組む子どもたちの姿および本研

究について、ご意見・ご感想をいただいた。この公開授業の概要は以下の通りである。 

① 主眼 

 3つのポイントを意識して献立作りをした子どもたちが、栄養教諭の話から自分の献立を見直す場面

で、「お・い・し・そ・う」を元にした献立の工夫などを聞いたり、話を踏まえて練り直したりするこ

とを通して、自身の献立の課題を見いだし、その解決に向けた見通しをもつとともに、工夫・改善する

ことができる。 

② 授業で見られた子どもたちの姿および参観者の考察 

【Ｏ児】 

どの子も、自分のお弁当に真剣に向き合っていた。栄養教諭の話から「弁当が動かないように」と

いうことを直したいと手を挙げ、おかずを増やそうと、レシピをさがしていた。フライドポテトのレ

シピや、白玉だんごのレシピ、冷凍食品のおかずをいろいろけんさくし、白玉だんごをえらび、メニ

ューに追加していた。先生がまわってきて、バレーボールの栄養ならもっとたんぱく質が必要とア

ドバイスをもらい、次回はたんぱく質のメニューを増やしたいと感想を書いた。 

【ＫＡ児】 

栄養教諭の話から、栄養バランスに手をあげ、「どれを直したい？」に「い」に手を挙げ、図を描

いた。具材の大きさのイメージがよく持てず動くお弁当になってしまうため困っていたところ、先

生から表を作成するように促されていた。表ではバランス良くできていたため困ってしまった。考

えてはいるが進まない時に、教師が働きかけることで進んでいった。情報量が多く、かえってとまど

ったり、イメージが持てず、十分な追究にならなかったりするケースもあった。実際のお弁当箱を持

ってきて、イメージさせやすくする(図や量の手立て)があったほうがいいと思った。 

【ＫＳ児】 



配置図をかいてから、おかずの配置図をかえ、ぶどうを入れて卵やきを追加していた。「いろどり」

と、「うごかない」を考えながら、配置図をかき直していたように見えた。途中で「ねえ、どうしよ

う」とつぶやくこと 7～8回。途中でＩ児に相談するものの、「分からん」と言われ、近くを通った栄

養教諭に相談することもなく…どうするかと思ったところ、太田先生が来て下さり、アドバイスを

して下さったので、何とか完成した。最後の感想に「（栄養教諭の名）先生が言ったように～」とあ

り、今回の栄養教諭のプレゼンが、とても有効に働き、ＫＳ児が 15分しっかり追究したことにつな

がったと思う。 

【Ｙ児】 

テーマ「栄養お肉山盛り弁当」に向けて、“お肉山盛り”とありながらも栄養教諭の先生の話の 4

点目、 ３：２：１というお話が頭にあり、肉が多すぎずナイスバランスで仕上げることができてい

た。栄養士の先生の話は、子どもたちの知識を伸ばす上で必要だと思う。 

③ 本研究や授業づくりの方向性について 

・単元を通したねらいを大切にして、単元展開していくことは大切だと思います。特に第 1 時のとこ

ろで、生活の中から課題を決め出していくことが、とても勉強になった。 

・すっきりしていて、わかりやすかった。個人のテーマが出発点というのも、自分の授業改善のために

研究をしていくモチベーションにつながると思った。スライド、板書、クラスルームなど視覚化され

ていてわかりやすかった。 

・ＩＣＴを使いこなし、各シートを行ったり来たりして、追究している子どもたちの姿が時代に合った

ものとなっていた。自分の学校、教科でも、さらに進めたい。「おいしそう」の栄養士の先生のお話

を初めから入れず、ある程度自分の願いで立てた献立を練り直す時にもってくる、という授業の流れ

がよかった。課題解決の場面が、設定されていてよかった。 

 

５．本研究の成果と課題 

本研究では、太田教諭の個人研究テーマ「『家庭でもやりたい！』と思える家庭科の授業づくり」を出

発点として「子どもたちが『自身の生活から始まり、自身の生活にかえっていく家庭科の学習過程』を自

分で意識・実践できる」を目指す姿と５つの研究内容をもとに２つの授業づくり・授業実践を行った。本

レポートのまとめとして、２つの実践を通して見出された成果と課題を整理する。 

（１）成果 

 本研究では、「子どもの生活の経験や課題」を出発点とし、単元を貫くねらいを大切にした単元構想を

大切に、授業づくりを行った。特に、第１時の授業の工夫については、どのように単元のねらいを設定す

るかということについて、子どもの経験や課題から、本題材に関わる「見方・考え方」を明確にする活動

を位置づけたことで、子どもたちが単元の見通しをもつと共に、自分事として単元のねらいをもつ姿が

見られた。また、第５時においても、主体的に自身の献立を見直す姿が見られたことは、本時の栄養教諭

の話が、子どもたちの課題に即した内容であったことはもちろん、子どもたちが自分事として自身のお

弁当のテーマを定めたり、そのテーマ実現に向けて知識の習得が図られたりした単元の構成による影響

も大きかっただろう。本単元における子どもたちの「『自身の生活から始まり、自身の生活にかえってい

く学習過程』を自分で意識・実践できる姿」を家庭科における子どもたちの主体性が発揮された姿の一側

面とするのであれば、本単元構成のイメージは有効な手立てであったといえるだろう。このイメージを



軸に題材や子どもの実態に応じて柔軟に対応していきながら実践をさらに積み重ねていき、構想のイメ

ージをさらにブラッシュアップしていきたいと考える。 

 また、本実践では「知識の体系化を図る場面」「知識習得における個別最適な学びの場面」「自身の生活

にかえる習得した知識・技能の活用（思考・判断・表現）場面」を計画的に位置づけると共に、位置づけ

方としてＩＣＴを積極的に活用したことが、子どもたちの学びの促進につながったといえるだろう。知

識の体系化の部分ではテキストマイニングを用いたこと、知識習得においては、子どもたちが「いつで

も」「必要なときに」資料を見られる環境をクラウド上に整えたこと、Google スライドや Google ジャム

ボードのフォーマットを活用し、それらの個人の追究の見える化と共有を図ったことについて、どれも

参観された先生方から肯定的なご意見をいただいた。また、端末に整理された情報は家庭でも確認しや

すく、より家庭で生かしやすい手立てになっていることにも気づくことができた。このように、家庭科の

学習過程とＩＣＴとは、家庭科の学習内容や個別最適な学びの視点から親和性が高いことが本実践から

示唆された。今後、ＩＣＴ活用はあくまで子どもたちの資質・能力育成のための手立ての一つということ

を念頭に置きながらも、さらなる題材の魅力に迫ったり子どもたち自身の経験や実態、願いに寄り添っ

たりできる活用の方向性を探っていきたい。 

（２）課題 

単元構成やＩＣＴの活用について成果が見出された一方で、「知識・技能に関わる学習内容の明確化・

焦点化」について課題として見出された。第５時の子どもたちの姿や、参観された先生方から、本時の学

習内容ともいえる「お・い・し・そ・う」の５つの視点は、情報量として多かったのではないかという話

や、単元を通してのポイントを「栄養バランス」「いろどり」「手早さ」の３つとしたが、「手早さ」は小

学校学習指導要領の内容にも明記がないため、いらなかったのではないかとのご意見をいただいた。授

業づくりの際に、単元後半の調理活動やお弁当作りという題材を考えると、第５時のポイントの数や単

元を通しての３つのポイントは大事にしたいという考えであったが、育成すべき資質・能力の視点から

考えたとき、やはり学習内容を軸に題材を検討して授業づくりや学習活動の位置づけを検討していく必

要性を感じた。 

その一方で、中学校との系統性を考えたとき、繰り返し涵養的に学べることへの可能性、またなにより

子どもたちの実態に即し、それぞれのテーマや願いに寄り添える手立てやポイントの位置づけとしてこ

の情報量を考えたとき、肯定的なご意見があったことも事実である。「学習の個性化」における手立ての

１つとして捉えたとき、これらの情報をどのように整理・提供していくか検討した授業づくりの方向性

についても探っていきたい。 

 

６．おわりに ～授業者の本研究のふり返りから～ 

 今回この研究をさせていただいたことで、授業づくりの大切さを改めて実感することができた。家庭

に活かせていない家庭科の授業から脱却したく、「『家庭でもやりたい！』と思える家庭科の授業づくり」

をテーマに、多くの先生方からご指導をいただき、授業づくりを行ってきた。家庭とのつながりを大事に

授業を行ったことで、これまでには見られなかった、自分が見つけた課題に対し試行錯誤している子ど

もたちの姿がたくさん見ることができた。この研究を通して学んだことを、家庭科のみならず他の教科

でも活かし、子どもたちが主体的に学習できる授業をつくっていきたい。 
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お
弁
当
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
を
考

え
よ
う
。
 

My
お
弁
当
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
詳
し
く
調
べ
よ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
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意
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し
て
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を
た
て
て
み
よ
う
。
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養
教
諭
の
話
か
ら
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分
の
お
弁
当
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献
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し
て
み
よ
う
。
 

栄
養
教
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話
か
ら
献
立
を
見
直
し
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う
。
 

My
お
弁
当
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作
り
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食
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う
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お
弁
当
を
つ
く
ろ
う
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Mｙ
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弁
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の
を
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ

せ
よ
う
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○学習活動    ☆子どもの意識 

○
お
弁
当
に
つ
い
て
想
起
す
る
。
 

☆
好

き
な

物
い

れ
て

く
れ

る
か

ら
好

き
。
 

☆
で

も
お

弁
当

っ
て

お
な

か
い

っ
ぱ

い
に
な
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
。
 

☆
お
母
さ
ん
と
作
っ
た
け
ど
、
一
人
じ

ゃ
難
し
い
な
。
 

○
お

家
の

人
の

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
ポ

イ
ン
ト
を
定
め
て
い
く
。
 

（
フ
ォ
ー
ム
で
回
答
）
 

【
い
つ
作
り
ま
す
か
？
】
 

☆
毎

日
作

っ
て

い
る

家
も

あ
る

ね
。

（
毎
日
）
 

☆
習
い
事
の
合
間
と
か
、
何
か
頑
張
り

た
い

と
き

に
食

べ
る

お
弁

当
も

あ

る
ね
。（

頑
張
り
た
い
と
き
）
 

☆
行
事
の
時
と
か
、
特
別
の
日
に
食
べ

て
い
る
ね
。（

特
別
）
 

【
ど

ん
な

こ
と

意
識

し
て

い
ま

す

か
？
】
 

→
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
 

☆
い

ろ
ど

り
っ

て
何

色
を

入
れ

れ
ば

良
い
ん
だ
？
 

☆
い

ろ
い

ろ
考

え
て

く
れ

て
い

る
ん

だ
ね
。
 

ポ
イ
ン
ト

 

・
い
ろ
ど
り
 

・
手
早
さ
 

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス

 
 
 

○
単
元
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。
 

わ
た
し
の
健
康
を
支
え
る
、「

My

お
弁
当
」
を
つ
く
ろ
う
！
 

○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
詳

し
く

知
り

た
い
。
 

☆
行

事
の

時
に

食
べ

る
お

弁
当

を
作

り
た
い
な
。
 

○
前

時
で

で
た

ポ
イ

ン
ト

を
確

認
す

る
。
 

○
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
教
科

書
で
確
認
。
 

☆
野

菜
い

た
め

作
る

と
き

に
栄

養
の

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
て

い
る

か
色

分

け
し
た
よ
ね
。
 

☆
主
食
、
主
菜
、
副
菜
は
い
い
け
ど
、

お
弁
当
だ
と
汁
物
が
な
い
よ
。
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
。
 

☆
汁

物
は

お
弁

当
だ

と
副

菜
に

し
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
 

○
「
い
ろ
ど
り
」
に
つ
い
て

ICT
を
使

用
し
て
確
認
。
 

☆
食

べ
た

い
っ

て
思

え
る

よ
う

に
い

ろ
ど
り
が
必
要
だ
と
思
う
。
 

☆
確

か
に

青
い

食
べ

物
っ

て
な

ん
か

お
い
し
く
な
さ
そ
う
。
だ
し
、
見
た

こ
と
な
い
な
。
 

☆
色

の
イ

メ
ー

ジ
が

食
に

も
関

係
す

る
ん
だ
～
。
 

○
「
手
早
さ
」
に
つ
い
て

ICT
を
使
っ

て
確
認
。
 

☆
冷

凍
食

品
の

中
に

も
そ

の
ま

ま
入

れ
る
だ
け
の
も
の
も
あ
っ
て
、
さ
ら

に
早
く
な
る
工
夫
が
あ
る
ん
だ
ね
。
 

☆
朝
は
苦
手
だ
か
ら
、
前
の
日
の
夜
に

作
り
置
き
を
し
よ
う
か
な
。
 

○
３

つ
の

ポ
イ

ン
ト

の
中

で
関

心
の

あ
る
も
の
を
個
々
で
調
べ
、
大
事
な

こ
と
を

Jamboard
に
記
録
す
る
。
 

○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
今

日
知

っ
た

こ
と

を
献

立
作

り
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。
 

 

○
前
時
の
ポ
イ
ン
ト
確
認
す
る
。
 

○
テ
ー
マ
設
定
す
る
。
 

☆
将
来
を
考
え
て
、
毎
日
作
っ
て
い
る
中
の
１
日
の
お
弁
当
を
作
ろ
う
か
な
。（

毎

日
）
 

☆
夏
休
み
は
毎
日
お
弁
当
だ
か
ら
、
夏
休
み
期
間
中
の
お
弁
当
に
し
よ
う
か
な
。（

毎

日
）
 

☆
中
学
で
運
動
部
に
入
り
た
い
か
ら
、
運
動
の
合
間
に
食
べ
る
も
の
に
し
よ
う
か

な
。（

頑
張
り
た
い
と
き
）
 

☆
う
ち
は
普
通
の
日
に
お
弁
当
を
作
ら
な
い
か
ら
、
行
事
の
時
に
食
べ
る
よ
う
に
し

よ
う
か
な
。（

特
別
）
 

 ☆
テ
ー
マ
は
、「

１
０
０
歳
ま
で
生
き
る
健
康
弁
当
」
に
す
る
。（

毎
）
 

☆
ぼ
く
は
、「

元
気
１
０
０
倍
弁
当
」
に
し
よ
う
。（

頑
）
 

☆
わ
た
し
の
は
、「

見
た
目
だ
け
じ
ゃ
な
く
中
身
も
最
高
弁
当
」
！
（
特
）
 

○
テ
ー
マ
と
ポ
イ
ン
ト
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
 

☆
毎
日
作
る
中
の
１
日
だ
か
ら
、
あ
ま
り
凝
っ
た
も
の
を
作
る
よ
り
も
、
手
早
さ
を

重
視
が
い
い
の
か
な
。（

毎
）
 

☆
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
き
の
お
弁
当
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
重
視
で
い
っ
た
方
が
良
さ

そ
う
。（

頑
）
 

☆
行
事
の
時
は
、
見
た
目
を
良
く
し
た
い
か
ら
、
い
ろ
ど
り
重
視
に
な
り
そ
う
。（

特
） 

○
献
立
を
考
え
る
。
 

☆
冷
凍
食
品
は
手
早
さ
に
ば
っ
ち
り
だ
け
ど
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
全
部
自
分
で
つ
く

り
た
い
。
前
の
日
に
作
り
置
き
し
よ
う
。（

毎
）
 

☆
魚
を
食
べ
る
と
頭
が
良
く
な
る
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る
か
ら
、
試
験
前
の
お
弁
当

に
絶
対
い
れ
な
い
と
！
（
頑
）
 

☆
赤
は
入
れ
る
と
食
欲
が
増
す
し
、
見
た
目
も
良
く
な
る
か
ら
、
絶
対
に
入
れ
な
い

と
！
（
特
）
 

 ○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
と
り
あ
え
ず
で
き
た
け
ど
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
？
 

☆
配
置
図
を
書
い
た
け
ど
、
入
れ
方
の
コ
ツ
と
か
あ
る
の
か
な
？

 

☆
誰
か
に
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
な
。
 

☆
三
村
先
生
か
ら
話
を
聞
い
て
、
今
よ
り
も
っ
と
い
い
お
弁
当
を
作
り
た
い
。
 

 

○
前
時
の
内
容
を
想
起
す
る
。
 

○
栄
養
教
諭
か
ら
指
導
（
15

分
）
を
受

け
る
。
 

☆
一
色
の
弁
当
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
お
い

し
く
な
さ
そ
う
だ
ね
。
 

☆
前
作
っ
た
献
立
だ
と
、
焼
い
た
物
ば

か
り
だ
っ
た
な
あ
。
 

☆
い
ろ
ど
り
が
良
け
れ
ば
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス

も
と

れ
て

い
る

な
ん

て
知

ら

な
か
っ
た
。
 

○
前

時
の

ふ
り

か
え

り
か

ら
出

た
質

問
を
す
る
。
 

○
栄

養
教

諭
の

話
を

ふ
ま

え
練

り
直

し
を
行
っ
て
い
く
。
 

☆
お
弁
当
の
大
き
さ
を
考
え
て
、
献
立

を
た
て
て
な
か
っ
た
か
ら
、
配
置
図

を
も
う
一
度
見
直
そ
う
。
 

☆
献
立
は
良
さ
そ
う
だ
か
ら
、
ず
れ
な

い
お
弁
当
を
作
る
た
め
に
も
、
お
弁

当
の
配
置
図
を
か
い
て
み
よ
う
。
い

ろ
ど
り
も
確
認
で
き
る
ね
。
 

☆
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

今
よ

り
良

く
す

る
た
め
に
、
チ
ェ
ッ
ク
表
で
確
認
し

て
足

り
な

い
栄

養
素

を
付

け
た

そ

う
。
 

 ○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
三
村
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
少
し
自

信
が

も
て

た
。

献
立

を
完

成
さ

せ

て
、
調
理
実
習
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
 

☆
お
家
に
帰
っ
て
、
も
う
一
度
お
弁
当

の
大
き
さ
を
確
認
し
て
、
次
回
に
は

献
立
を
完
成
さ
せ
た
い
。
 

○
前
時
の
内
容
を
想
起
す
る
。
 

☆
○ お
は
、
お
弁
当
の
大
き
さ
を
わ
か
っ

て
い
る
こ
と
が
大
切
。
 

☆
○ い
は
、
い
ろ
ど
り
で
、
い
ろ
ど
り
が

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
も
つ
な
が
る
。
 

☆
○ し
は
、
し
き
つ
め
る
割
合
で
、
主
食
：

主
菜
：
副
菜
＝
３
：
１
：
２
だ
っ
た
。 

☆
○ そ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
法
で
お
弁

当
を
つ
く
る
。
揚
げ
物
ば
っ
か
り
だ

と
、
油
の
取
り
す
ぎ
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
よ
く
な
い
。
 

☆
○ う
は
、
動
か
な
い
弁
当
で
、
隙
間
が

あ
る

と
中

身
が

ぐ
ち

ゃ
ぐ

ち
ゃ

に

な
っ
ち
ゃ
う
。
 

○
練
り
直
し
の
続
き
。
 

☆
家

で
お

弁
当

の
大

き
さ

を
確

認
し

て
き
た
か
ら
、
最
終
チ
ェ
ッ
ク
し
て

今
日
完
成
さ
せ
る
ぞ
。
 

☆
お

弁
当

の
中

身
が

動
か

な
い

よ
う

に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
も
う
一
つ
追
加
し

よ
う
。
 

○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
献

立
を

修
正

し
て

さ
ら

に
い

い
お

弁
当
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
 

☆
次
回
の
作
り
方
を
調
べ
る
と
 

き
に
は
、
手
早
さ
も
意
識
し
 

て
、
計
画
を
立
て
た
い
。
 

☆
せ
っ
か
く
い
い
献
立
が
た
て
 

ら
れ
た
か
ら
完
成
ま
で
頑
張
 

っ
て
い
き
た
い
。
 

☆
学

校
で

や
っ

た
こ

と
が

あ
る

調
理

法
を
調
理
実
習
で
や
ろ
う
か
な
。
残

り
は

前
の

日
に

作
っ

て
も

ら
え

る

か
お
家
で
相
談
し
て
み
よ
う
。
 

○
作
り
方
・
分
量
を
調
べ
る
。
 

→
第
８
時
で
完
成
 

☆
今
ま
で
の
調
理
実
習
で
、
お
湯
が
沸

く
ま
で
の
時
間
で
切
っ
た
り
、
何
か

を
や

り
な

が
ら

洗
い

物
を

し
た

り

し
た
か
ら
、
一
人
で
や
る
と
き
も
時

間
短
縮
さ
せ
る
た
め
に
、
洗
い
物
の

計
画
も
し
っ
か
り
い
れ
よ
う
。
 

☆
ゆ

で
卵

を
学

校
で

作
る

こ
と

に
し

た
。

去
年

学
校

で
作

っ
た

と
き

に

は
、
殻
に
ひ
び
が
入
っ
ち
ゃ
っ
た
か

ら
、

今
回

は
そ

の
反

省
を

活
か

し

て
、
割
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
調
べ
よ
う
。
 

☆
炒
め
物
を
す
る
と
き
は
、
か
た
い
も

の
か

ら
炒

め
る

っ
て

前
教

え
て

も

ら
っ
た
な
。
炒
め
る
順
番
ま
で
詳
し

く
計
画
を
た
て
よ
う
。
 

○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
こ

れ
で

準
備

は
完

璧
だ

！
あ

と
は

調
理
実
習
に
向
け
て
、
頭
の
中
で
練

習
し
よ
う
か
な
。
 

☆
学

校
の

調
理

実
習

は
一

人
で

や
る

か
ら
、
家
で
練
習
を
し
て
か
ら
本
番

に
挑
も
う
か
な
。
 

☆
献
立
作
り
は
、
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

こ
こ

ま
で

自
分

で
考

え
ら

れ
た

の

は
嬉
し
い
し
、
楽
し
か
っ
た
。
 

 

○
調
理
実
習
 

☆
一

人
で

調
理

は
初

め
て

だ
け

ど
が

ん
ば
ろ
う
。
 

☆
手
が
あ
い
た
か
ら
、
計
画
に
は
な
い

け
ど
洗
い
物
を
や
っ
ち
ゃ
お
う
。
 

☆
ま
だ
食
品
が
暑
い
か
ら
、
冷
ま
し
て

か
ら
い
れ
よ
う
。
 

☆
朝

入
れ

て
き

た
冷

凍
食

品
が

と
け

て
る

！
本

当
に

レ
ン

ジ
で

温
め

な

く
て
も
い
い
ん
だ
。
 

☆
完

成
だ

！
配

置
図

通
り

に
入

れ
ら

れ
た
。
 

○
実
食
 

☆
い

ろ
ど

り
が

い
い

と
や

っ
ぱ

り
お

い
し
そ
う
だ
ね
。
い
ろ
ど
り
を
気
に

し
て
良
か
っ
た
。
 

☆
主

食
と

主
菜

と
副

菜
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く
入
れ
た
か
ら
、
色
々
な
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
な
。
 

☆
自
分
で
作
っ
た
か
ら
、
い
つ
も
よ
り

お
い
し
く
感
じ
る
。
 

○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
 

☆
全
部
自
分
で
や
っ
た
か
ら
、
達
成
感

が
あ
っ
て
す
ご
く
嬉
し
い
。
 

☆
作
り
方
か
ら
、
お
か
ず
の
配
置
ま
で

全
部
計
画
通
り
に
で
き
た
。
計
画
す

る
と

イ
メ

ー
ジ

が
も

て
て

安
心

し

て
つ
く
れ
た
。
 

☆
全
部
好
き
な
も
の
を
い
れ
た
け
ど
、

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
栄
養
バ

ラ
ン

ス
も

よ
く

な
る

こ
と

が
わ

か

っ
た
。
組
み
合
わ
せ
は
大
事
だ
な
。
 

○
レ
ポ
ー
ト
作
成
。
 

☆
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
っ
た
ら
、
短
い

時
間
で
や
る
工
夫
か
な
。
洗
い
物
の

タ
イ

ミ
ン

グ
と

か
も

大
事

だ
っ

た

な
。
 

☆
大
会
で
力
を
出
せ
る
よ
う
に
、
献
立

を
立
て
る
の
に
頑
張
っ
た
。
食
材
が

体
に

ど
ん

な
力

を
与

え
る

か
知

る

こ
と
は
大
切
だ
な
。
 

☆
色

が
持

っ
て

い
る

イ
メ

ー
ジ

を
調

べ
て
お
弁
当
を
つ
く
っ
た
。
誰
も
が

食
べ

た
い

と
思

え
る

お
弁

当
を

つ

く
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

○
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
る
。
と
今
後

に
向
け
て
。
 

☆
春

休
み

は
３

日
く

ら
い

自
分

で
作

っ
て

お
家

の
人

の
手

伝
い

を
し

た

い
。
 

☆
春
休
み
中
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
お
父
さ

ん
に
作
っ
ち
ゃ
お
う
か
な
。
 

☆
お
弁
当
じ
ゃ
な
く
て
も
、
休
日
の
昼

の
献
立
を
た
て
て
、
自
分
で
つ
く
り

た
い
。
汁
物
も
い
れ
て
や
っ
て
み
た

い
。
 

☆
次
作
る
と
き
に
は
、
毎
日
作
る
よ
う

で
作

っ
て

み
た

い
な

。
そ

の
と

き

は
、
手
早
さ
を
意
識
し
て
、
今
回
使

わ
な

か
っ

た
冷

凍
食

品
も

使
っ

て

み
た
い
。
 

☆
う
ま
く
作
れ
た
か
ら
、
今
度
家
族
に

も
作

っ
て

み
た

い
な

。
妹

も
い

る

し
、
キ
ャ
ラ
弁
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

か
な
。
 

 ○
テ
ス
ト
 

評
 
価
 
規
 
準
 

知・技 

 
・
体
に
必
要
な
栄
養
素
の
種
類
と
主
な

働
き
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
 

・
献
立
を
構
成
す
る
要
素
が
わ
か
り
、

１
食

分
の

献
立

作
成

の
方

法
に

つ

い
て
理
解
し
て
い
る
。
 

・
食
品
の
栄
養
素
の
特
徴
が
分
か
り
、

料
理

や
食

品
を

組
み

合
わ

せ
て

と

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て

い
る
。
 

 
 

 
・
栄
養
や
環
境
、
効
率
の
視
点
に
配
慮

し
た

調
理

の
仕

方
に

つ
い

て
理

解

し
て
い
る
。
 

・
自
身
が
計
画
し
た
調
理
行
程
に
沿
っ

て
、
適
切
な
手
順
や
道
具
を
用
い
て

調
理

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で

き
る
。
 

 

思判表 

 
 

・
自
身
の
生
活
を
も
と
に
、
問
題
を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

す
る

こ
と

が

で
き
る
。
 

・
自
身
の
課
題
や
テ
ー
マ
に
応
じ
た
視

点
（
栄
養
や
盛
り
付
け
、
調
理
行
程

等
）
か
ら
解
決
方
法
を
考
え
、
工
夫

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
身
の
立
て
た
献
立
や
調
理
計
画
に

つ
い
て
、
友
や
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
資

料
を

も
と

に
評

価
し

た
り

改

善
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
栄
養
や
盛
り
付
け
、
調
理
行
程
を
考

え
た
お
弁
当
作
り
に
つ
い
て
、
自
身

が
考

え
た

こ
と

を
分

か
り

や
す

く

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 

主学態 

・
お
弁
当
作
り
に
つ
い
て
、
栄
養
や
盛

り
付
け
、
調
理
行
程
の
視
点
か
ら
関

心
を
も
ち
学
習
の
見
通
し
を
も
ち
、

活
動
に
臨
ん
で
い
る
。
 

 
 

 
・
友
や
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
教

科
書
等
の
資
料
を
活
か
し
、
お
弁
当

作
り

を
工

夫
し

た
り

実
践

し
よ

う

と
し
た
り
し
て
い
る
。
 

 
 

 
・
自
身
の
生
活
経
験
を
も
と
に
、
お
弁

当
作

り
に

つ
い

て
の

課
題

解
決

に

向
け

た
一

連
の

活
動

を
ふ

り
返

っ

て
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

２
．
単
元
計
画
・
評
価
規
準
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職場名 諏訪二葉高校    氏名 細尾三佳 

第１０分科会 分科会名 家庭科教育   

支部名 諏訪 

職場名 諏訪二葉高校 

氏  名 細尾三佳 

７地区の新校について 

 

【はじめに】 

 昨年度、家庭科教育分科会において発表されたレポート『旧第４通学区の「新総合技術高等学

校」における家庭科について考える～“新たな社会を創造する力”を育む家庭科とはどうあるべきか

～』が大変すばらしかったことから、７地区の新校の様子についてまとめて発表できないか、との打

診を受けた。支部教研において話し合ったが、まだまだ途中経過というところで、残念ながら形とし

てまとまる内容には至らなかった。そこで、本レポートでは、これまでの再編計画の流れを確認するこ

とを基本としてまとめており、実際の学校の様子については発表の際、説明する形にさせていただく

ことをお許し願いたい。 

 

 

【１】長野県教育委員会 高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針（案）２０１８年３月 

『第２期再編計画の策定に向けて』において示された地区の特徴     以下抜粋  

※「岡谷諏訪総合技術新校」（仮称）に関わっている部分に下線を引いている 

 

 

  ② 現況・課題 

・中学校卒業者数が２０３０年には２０１７年の７６％まで減少する見込みである。 

・隣接する旧第８、第１１通学区との間で、１７０人程度の流入超過となっている。 

・県外への流出が多く、山梨県を中心に県外へ９０人程度が流出している。 

・中南信地区の私立高校を中心に県内私立高校へ２５０人程度が進学している。 

・諏訪市、下諏訪町、岡谷市に募集定員１６０人から２４０人の都市部存立普通校が５校配置されて

いるが、現状の配置のまま推移すると、少子化の進行により学校規模が縮小し、都市部存立普通

校として充分な規模が確保できなくなることが考えられる。 

・農業、工業、商業、家庭の各専門学科が分散しており、今後の少子化の進行の中で、学科の一層

の小規模化が危惧される状況にある。 
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③ 再編計画の方向 

・隣接県への流出が多い中で、地域の子どもを地域で育てる観点を大切にしながら、地域の中学

生の期待に応える学びの場を整備していく必要がある。 

・この地区の今後の少子化の進行を考えると、再編の実施を前提に地域の高校の将来像を考えて

いく必要がある。 

・専門学科の小規模化が想定される中で、専門教育の活力を維持充実していく必要がある。 

・これらの観点を踏まえると、都市部に適正数を考慮しながら規模の大きさも活かした都市部存立

校を配置するとともに、学びの場の保障の観点も踏まえながら中山間地存立校を配置していくこ

とが考えられる。 

・その際、総合技術高校の設置等により専門教育の維持充実を検討していくことが考えられる。 

 

 

【２】長野兼教育委員会 高校改革～夢に挑戦する学び～ 再編・整備計画【三次】 2023年 1月  

 以下抜粋 
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（２）地域での検討と地域からの意見・提案 

「協議会」からの意見・提案（抜粋） 「諏訪地域の高校の将来像について 意見・提案」より 

 ※名称「諏訪地域の高校の将来を考える協議会」 2021年 3月 22日に意見提出 

第Ⅳ章 諏訪地域に望む学びについて 

２ 諏訪地域の高校に望む学び 

（１）諏訪地域の子どもたちが地域の中で自分の希望がかなえられる多様なニーズに対

応した学びの場 

（２）諏訪地域の歴史や伝統文化、地域の産業、豊富な観光資源等の地域の魅力につい

ての学び 

（３）諏訪地域から日本全国や世界に羽ばたく国際的な感覚や先進的な資質の育成を目

指す各分野にわたる卓越した学び 

（４）これからの諏訪地域を支える医療、福祉、行政、教育、法律等の担い手の育成に

繋がる学び 

（５）多様な学習経過や生活スタイルに対応でき学び直し等が可能な柔軟な学びや、生

徒が持てる力を最大限発揮できる特別支援教育の充実を目指した学びの仕組み 

（６）「東洋のスイス」と謳われた精密機器産業や、地理的条件や気候条件を活かした農

業分野、寒冷な気候を活かした寒天づくり等地域の伝統産業の担い手を育成する学

び 

（７）県内でも屈指の多様な観光資源を有する地域の観光の担い手を育成する学び 

（８）県内外の他地区への進学者の流出抑制や県内外の他地域からの移住につながる魅

力ある教育環境の整備 

（９）幼保小中高大それぞれの発達段階に応じた学びの連続性や連携が重視された学び 

（10）新たな時代の地域創生のモデルとして地域の魅力化につながる循環型の学びの仕

組み 

第Ⅴ章 諏訪地域の高校の将来像について 

旧第 7 通学区（諏訪地域）全体の高校の将来像としてまとめ、「想定される学校像のイ

メージ」を示した。 

１ 卓越した探究的な学びを実践し地域や世界の課題を考える都市部存立普通校 

  将来の子どもたちが自分の目標や将来の進路実現に向かい、新たな学びである「探

究的な学び」による主体的な学びによって自己の可能性を広げることができ、多くの

仲間たちと切磋琢磨できる規模の大きな学校の設置が求められる。また、国際化社会

に対応可能な留学や国際交流を通じて国際感覚を養う学びの機会についてより一層

取り入れることも考えられる。 

  地域に密着した学びやキャリア教育、自分だけの科目選択が特色の、普通科、専門

学科に続く第３の学科の総合学科高校の設置も考えられる。 
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２ 地域の産業界と連携し学びを深める都市部存立専門校 

  自分の目標や将来の進路実現に向かい、新たな学びである「探究的な学び」による

主体的な学びによって自己の可能性を広げるとともに、専門性の学びを担保した専門

学科は、将来の諏訪地域の産業界の担い手育成の重要な学びの場として設置していく

必要がある。地域の精密機器分野をはじめとする伝統産業の継承はもとより、ＩＣＴ

分野等新たな時代に対応する学びが必要である。 

  これからの産業構造を考えると、専門性を担保しつつ、他の専門分野についても学

ぶことができ学科間での連携が可能な一定規模の総合的な専門学科高校の設置を視

野に入れた学びの場の構築が考えられる。 

３ 地域の学びの拠点としての中山間地存立校 

  将来の子供たちが自分の目標や将来の進路実現に向かい、新たな学びである「探究

的な学び」による主体的な学びによって自己の可能性を広げることができる地域の学

びの拠点としての中山間地での学びの場の構築が今後も必要である。 

  中山間地では小規模校のメリットを活かしたきめ細かい教育活動による多様な 

ニーズへの対応が期待され、地域と連携し地域の魅力や特色を活かした学びが充実し

た普通科や専門学科、第 3 の学科の総合学科等の設置が考えられる。 
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【３】信濃毎日新聞１０月７日の特集「どうする高校再編 ３次計画はいま」より 

  以下抜粋 

 

「新校の校地や学校像を議論する上で自治体の存在は重要。岡谷市に関しては新市長が決まった

このタイミングで、今後の議論を本格化させることになる。」県教委高校再編推進室は、３次計画で

６校を三つの新校に再編することを定めた旧第７通学区（諏訪地域）の展望をそう見通す。 

 

岡谷市では、岡谷東と岡谷南を岡谷新校（仮称）に、岡谷工業と諏訪実業（諏訪市）の職業科２校

を岡谷諏訪総合技術新校（仮称）に統合する。このうち岡谷東と岡谷南については、２００６年に県

教委が統合計画を打ち出したが、同窓会や地元の強い反発を受け、０７年に統合を取りやめた経

緯がある。 

 当時と比べて生徒数が減っていることなどから、両校の関係者は今回の統合に一定程度の理解

を示している。岡谷東の山本美穂子同窓会長は「生徒にとって充実した学びの場にしてもらいた

い」。岡谷南の共田武史同窓会長（県議）は「一定規模の高校を地域に残すことが重要だ。魅力や

特色がある高校にしないといけない」とする。 

 

 岡谷工と諏訪実の統合は両校の距離が遠く、校舎をどこに置くかがポイントになる。県教委は岡

谷工の工業、諏訪実の商業、家庭の既存３科に加え、新校にはＤＸ（デジタル技術による変革）に対

応する学科も新設すると計画に明記した。岡谷工の同窓会は「ものづくりの岡谷に新校を置いてほ

しい」との考えを示し、諏訪実の同窓会は「同窓会としての要望はまとめていないが、県教委の考え

を見ていきたい」としている。 

 

諏訪地域では、普通科の茅野（茅野市）と普通科（諏訪郡富士見町）を茅野富士見新校（仮

称）に統合することへの異論が富士見の同窓会などで表面化。県教委はその対応で、２２年１２月

に予定した３次計画の確定を翌１月に持ち越した。 

 

【４】岡谷工業高校・諏訪実業高校の学び 

岡谷工業高校   ※学科紹介のページから 

機械科 工業高校・高専・大学の工学部で、機械科（機械工学科）のない学校はほとん

どありません。機械科は、工業の基礎・基本である"ものづくり技術"を学ぶ基

幹学科です。機械科の卒業生が、エンジニアとして変化の激しい社会を生きぬ

くためには、ものづくりをとおして"機械の専門"を理解して、さらに電気・コンピ

ュータなどの関連技術を学ぶことが重要です。産業界のあらゆる分野におい

て、自らの力で活躍できる人材の育成が、基幹学科"機械科"の目標です。 

電子機械科 身のまわりには多機能な電気機器や優れた機械があふれています。そのどれ

もが基礎的・基本的な知識や技術の上に成り立っています。電子機械科では、

工業を学ぶ第一歩としての機械･電気・情報の基本的な知識と技能を学びま
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す。そして、それらの知識・技能を活かし連動させてものづくりを考えられること

を目指しています。 

電気科 生活や産業に欠かすことのできない、電気エネルギー、エレクトロニクス、放

送・通信などの電気･電子系の技術は、 電気の理論から発展してきました。電

気科は、電気の基礎理論からはじまり、電気･電子系の技術全般を実験・実習

を 通して学習することを目的としています。 

環境科学科 化学技術は私たちの豊かな生活を支えています。中学校の理科で学習する化

学分野を応用し、基本的な化学工業教育に加え、環境や新エネルギーについ

ての基礎知識・技術を習得するとともに、大学や企業、関係研究機関との連携

を図りながら化学的なものづくりを通して地域社会に貢献できる技術者の育

成を目指しています。 

情報技術科 コンピュータの操作やプログラミングなどのソフトウェア技術、エレクトロニクス

や制御などのハードウエア技術、インターネットなどのネットワーク技術、３ＤＣ

Ｇ、動画編集等のマルチメディア技術を習得し、各分野で活躍できる創造性豊

かな技術者を養成する。 

※平成 23年(2011年)4月に、工業化学科を環境科学科へ、生産システム科を電子機械科へ

学科転換 

 

 諏訪実業高校   ※学科紹介のページから 

商業科 

会計情報科 

1年次には「知識の吸収・理解・確認」をしながら基礎学力定着をはかり、商

業に関する科目を幅広く学習します。１年の後期には地域・会計・情報の中

から学ぶ核（コア）を決めて、それぞれの分野の学習を進めます。 

 ２・３年次には、専門分野の資格取得や、実践的・探究的な活動を通じて深

く学んでいきます。 

 ３年間の学びを通じて、将来のビジネスの場で活躍できるように実践力を

身につけます。 

服飾科 好き！をかたちに 

服飾についての知識や技術を幅広く学び、適正や進路にそって「ファッション

テクニカルコース」と「ファッションビジネスコース」に分かれます。 

 学習を通して感性を磨き、想像力や行動力を身につけ、ファッションをはじ

めとするさまざまな分野で活躍できる力を身につけます。 

定時制 人は、一人一人顔が違うように、それぞれかけがえのない可能性を持ってい

ます。それを開花させるために、私たちは汗を流し、たゆまぬ努力をします。 

君たちも諏訪実業高校定時制でそんな努力をしてみませんか。働きながら

学ぶことは確かに大変ですが、4年後にはきっと大きな可能性がまっていま

す。 

※平成 15年(2003年)4月に、会計情報科・服飾科を設置 
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【５】参考文献・資料・引用 

１ 長野県教育委員会 高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針（案） ２０１８年（平成３０年）３月 

２ 長野県教育委員会 高校改革～夢に挑戦する学び～ 再編・整備計画【三次】  ２０２３年（令和

５年）１月 

３ 信濃毎日新聞 ２０２３年１０月７日 どうする高校再編 ３次計画はいま 上 

４ 長野県岡谷工業高等学校 ホームページ 長野県岡谷工業高等学校 (nagano-c.ed.jp) 

５ 長野県諏訪実業高等学校 ホームページ 長野県諏訪実業高等学校 (nagano-c.ed.jp) 
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東御清翔高校 飯島美穂子 

第 10 分科会 家庭科教育 

上小支部 

東御清翔高校 

飯島美穂子 

 

総合的な探求の時間における個に応じた課題設定の方法と ICT 活用の成果と課題 

１．本校の様子 

 本校は通級指導教室のある定時制・多部単位制の高校である。午前部は 3 修生（3 年間で卒業）、

午後部は 3 修生と 4 修生（4 年間で卒業）がある。午前部は、2 年次より系列（文系・理系・環境緑

化・情報ビジネス・ライフデザイン）を選択する。 

 ASD など発達障がいの診断がある生徒、診断はされていないが発達障がいや学習障がいの可能性

の高い生徒、大学進学を目指す学習意欲の高い生徒など多様な生徒たちがいる。 

 

２．授業実践 

総合的な探求の時間  ３年次生  ２単位  

生徒 ライフデザイン・理系・環境緑化系列・１組（午後部） ５０名 

教員 ６名 

  テーマ『地域や東御市についての学習を通し、地域の魅力を発信し、課題を解決する』 

月 学習の流れ ICT の活用 

 

4 月 

5～6 月 

7 月 

 

8 月 

 

 

 

 

 

9 月 

 

 

1 月 

 

①地域について知る 

②地域の魅力について考える 

③地域の魅力について発信する 

 

 

④魅力を体験する 

おやき作り(6 月)・海野宿散策 

（7 月）・ぶどうのお話(9 月)・くる

み収穫体験（10 月)・そば打ち（11

月） 

⑤テーマ設定(個人・グループ) 

「マイプロジェクト」 

「東御の魅力」 

⑥学習発表会で発表 

※毎時学習予定を電子黒板・ロイロに配信 

調べ学習 

発表・共有(ロイロノート) 

ポスター作製(ロイロノート) 

文化祭で展示 

ポスターセッション(ロイロノート) 

写真の共有・感想提出(ロイロノート) 

 

 

 

 

発表(Google スライド) 

調べ学習・実習 

 

発表(Google スライド) 

 

①個に応じた課題設定の方法について 

「生徒が自ら課題を設定し、課題を自分ごととしてとらえ探究活動を行う」のが目指したい生徒の

姿であるが、「自ら課題を見つけることが困難」が本校の多くの生徒の実態である。（興味のある範

囲がとても狭く、興味のないことには関心を示さない。体験がないことは想像しにくくイメージで
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きないという特性。)そこで、地域に関心・興味を持ち課題の設定へとつなげるためには、得た情

報（地域について学習した（調べた）内容）を体感することが重要なプロセスであると考え、おや

き作り・海野宿散策・くるみ収穫体験・ぶどうの話・そば打ちなどの体験活動を取り入れた。体験

活動では生き生きと活動する多くの生徒の姿が見られ、改めて知識(情報)と実物が結びつく体験が

重要であると感じた。 

後期、個別の探求テーマを設定するにあたり、自分の興味・関心について調べたい・深めたい生

徒は「マイテーマ」、自分の興味・関心から課題がみつけられない生徒は体験活動の中で興味を持

ったことについて調べるまたは体験活動をまとめる「地域の魅力」をテーマとすることにした。ど

ちらも「じぶんごと」としてとらえた探求活動がスタートできたと思われる。 

 

②ICT 活用の成果と課題 

〈成果〉毎時、授業の導入ではロイロノートを使い、「本日の予定」を配信・電子黒板に掲示する。

掲示するにより、授業内容が明確化され、生徒自身がやるべきことにスムーズに取り組むことがで

きる。自閉症スペクトラム、ADHD 等を抱える生徒の多くは、教師が言葉で伝えた（話す）内容が

イメージできない、または頭に残らないので、何をすればよいかわからず授業への取り組みが良く

なかったり、活動が停滞してしまう。文字で伝えることは視覚支援であり、そういった生徒への合

理的な配慮になる。また、書字障害等の LD を抱える生徒にとってもタイピングを活用すること

で、授業への活動停滞を防ぐことができる。逆の場合もあるので、可能であれば紙ベースまたはタ

ブレットの 2 通りの方法が用意できると良い。 

 多様な生徒が同じ教室で学んでいることへの合理的配慮として、ＩＣＴの効果的な活用方法につ

いて学び、進めていく必要性があると感じる。  

〈課題〉忘れ物が多い、タブレットを持ち帰る習慣がない生徒がおり、学校で充電ができる設備を

整える等、タブレット忘れ・充電忘れを防ぐ支援が必要なのではないかと感じる。 

 

３．ICT の活用状況 

 「モノグサ」「ロイロノート」「Googleclassroom」を活用している。「モノグサ」は今年度より導

入した学習支援アプリで、難易度別の国語と数学の問題が毎朝の 5 分間学習時に配信される。学習

内容の定着を狙う反復学習スタイル。教員が作成した問題も配信もできるので、定期考査対策に活

用する教科もある。 
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          上田千曲高校 櫻井幸子 

第 10分科会 家庭科教育     

上小支部 

上田千曲高校 

櫻井幸子 

「家庭科と憲法」アンケートによる主体的な学び 

 家庭科（家庭基礎・家庭総合）では、多くの高校生が新学期４～５月の期間に、「家族に関する法

律」を学んでいる。 

ある教科書では、単元の目標として、次の３つが挙げられている。 

・家族に関する法律の理念や背景について理解しよう 

 ・現民法、旧民法の違いや主たる改正点について理解しよう 

 ・法律は自分たち一人ひとりの認識にもとづく社会の要請を受けて検討、改正されていくことを

理解しよう 

 日本国憲法 24 条には、家族に関する法律の理念として、「個人の尊厳と両性の本質的平等に立脚

して、制定されなければならない」とあり、現行の民法でも、個人の尊厳と本質的平等が重視されて

いることを学ぶ。私は例年、「人の一生と法律」という資料を、ひとり一文づつ音読する時間を取っ

ている。『ライフステージにかかわる法律』として、憲法 13，14，24条とそれにもとづく民法、憲法

25条の他、児童福祉法、男女雇用機会均等法、労働基準法などが列記されている。 

 教科書には、資料として、旧民法（明治民法）と現行民法の比較の表があり、旧民法の「家」制度

に基づく理念によって、個人の権利が制限されていた時代を想像する。戸主の権限が強く、原則男性

であったため親権や相続、財産管理などの権利が女性にはなかったこと、夫婦は同姓（夫の姓）、な

ど、法律での「男尊女卑」、女性にとっての家父長制と夫権の二重の支配の実情を想像する。 

 さらに、旧民法の「家」制度の特徴や「男尊女卑」の状況が、現在の自分の身の周りに残っている

ものがあるかどうか考えてみる。「父兄」は消えつつあるが、「入籍」は「結婚＝入籍」という誤解の

もとで使われている。 

 1947 年日本国憲法施行に伴う民法の改正により、夫婦間の平等、両性の合意のみに基づく結婚、

父母の共同親権、均等相続など「家族に関する民法」が全面的に改正となり、「家」制度は廃止され

た。家庭科では、さらに「時代に応じた民法改正」として、2013 年改正の「非嫡出子の相続分差別

の撤廃」、2016年改正の「女性の再婚禁止期間の短縮」、2018年改正の「女性の婚姻最低年齢の 18歳

への引き上げ」などを扱っている。 

「選択的夫婦別姓制度」については今後の動きが注目されるが、内閣府の世論調査のデータと比較

して、今年度担当 2 クラスの生徒（女子は 1 名）にアンケートを実施したところ、図のようになっ

た。 
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2015年のデータによると、夫の姓を選択する夫婦は 96.0％。 

「結婚したら家事を手伝う（男子）」「料理が上手な人女性と結婚したい」「子どもは母親が育てた

ほうがうまく育つから任せる」などの自由記述もあり、高校生段階で「性別役割分業」の刷り込みも

みられた。高校での家庭科の授業を通して、自らに刷り込まれたジェンダーバイアス意識を払拭し、

次世代に「家」制度的な思考、性別役割分業の刷り込みをしない人間、個人の尊厳と両性の本質的平

等を実践できる人間に成長して欲しいと再確認し、以降の授業に臨む。 

小世帯化が進む現代では、高校生にとっては、自分が生まれ育った家族（生育家族）だけが、自分

が経験している家族の生活スタイルである。ＤＶや虐待、ネグレクトの被害にあっている自分、ヤン

グケアラーとしての自分に気づいていない場合もある。よりよい人生を目指すライフプランを持て

ぬままに若年出産に至る生徒もみてきた。 

高校生までは実感していなかったジェンダーバイアスを、就職後、結婚後に経験し感じることも

あるだろう。家庭科での衣食住の実習を含めた学び、子どもや高齢者とのかかわり、主体的な消費行

動、経済的自立について知り、考え、憲法 25条「健康で文化的な最低限度の生活」の内容を追求し、

知識や技能を身につけて、男も女も性にとらわれない自分らしい生活を営む力を育てたい。 

 子どもであっても、女性であっても、障害を持っていても、どんな弱い立場にいる「個人」であっ

ても、憲法で守られている尊厳を持った「個人」であるということを十分に理解し、自分の望む人生

を切り開いて欲しいと願っている。 

 

《教科書の資料と同じ質問でのアンケート集計》 

 

 

② 
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大町岳陽高校    太田 友子 

第 10分会 家庭科教育 
         支部名 安曇支部 

         職場名 大町岳陽高校 

         氏 名 太田友子 

 

調理実習にタブレット（スマホ）を使った実践 
 

  

１ テーマ設定の理由 

 「フードデザイン」の学習内容に「調理の基本」があり、その中で今回は「包丁の扱い方」に焦点を

当てた教材開発を行うこととした。正しい姿勢、正しい持ち方で包丁を扱うことは、その後の技術向上と安

全確保につながる。また、調理技術を習得するための導入として、「調理実習においてタブレットを活用し、

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る」ことを目標として本研究を進めることと。 

  

２ 研究の内容 

 (1) 教材の作成 

  フードデザインにおける単元は「調理の基本」とする。従来の授業では、２年次の家庭総合で、包丁

の扱い方について DVD での動画見本やテキストを参考にしてイメージ作りを行う学習をしていたが、自ら

の姿を具体的・客観的に確認する機会は乏しかった。そこで、ICT を活用した授業改善を行うにあたり、

生徒自ら主体的・協働的に学ぶなかで、包丁の扱い方が向上していく仕組みづくりを工夫することとした。  

 教材は Google Classroomを用いて作成した。調理実習の事前学習から振り返りまでが含まれており、そ 

の実際は次の通りである。 

  ア） 導入①（Jamboard） 

     包丁の扱い方について注意すべき点を個人で考え、情報共有し、全体の学びとする。 

 
 

  イ） 導入②（Google Slides・Google Foｒms） 

     教材として活用した半月切りきゅうりをどのように調理したいかを考え、まとめる。 

     調理実習で何を作りたいかアンケートを取る 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ） 展開（動画視聴） 

     きゅうりを半月切りする際の正しい姿勢を動画で学ぶ。 
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  エ） 実習（カメラ撮影・Google Slides ） 

     包丁を使っている場面を撮影し、見本の写真と比較し、気づきをもつ。 

 
 

  オ） まとめ（ドキュメント、Google Foｒms） 

     学びの振り返りとして、個人の考えをアウトプットする。 

  

 

 

 (2) 授業展開 

 

学習事項 生徒の学習活動・指導のポイント 活用アプリ他 

☆導入：実習のための事前学

習 

・包丁を使うときに 

 気を付けること 

 

 

・きゅうりの半月切りを生か し

た調理を考える 

 

(条件あり：加える食材２品ま

で、調味料４品まで) 

 

 

 

 

・包丁の使い方 

 

 

・包丁使用時の注意点を書き出し、 

 クラスメイトと共有する 

 （個別、協働） 

 

・各自調べ学習して紙にまとめる（個別） 

 ↓          

・班ごとに実習内容を考え、 

  Google  Slidesにまとめる（協働） 

 ↓ 

・プレゼンテーション（協働） 

 ↓ 

・一人１票投票し、実習内容を決定する 

 

・動画で確認 

 

 

・Jamboard 

 

 

・インターネット他 

 

・Google  Slides 

 

 

 

 

 

・Google Foｒms 

 

・動画教材 You Tube 

☆実習当日 

 

・包丁の使い方（復習） 

 

・きゅうりの半月切り 

 静止画、動画撮影 

 

 

・調理、試食 

・互いに撮影しあい、助言もしあう 

 自分の画像を確認し、より良い 

 姿勢となるよう工夫する 

 （個別、協働） 
 

・タブレットのカメラ 

☆実習後のまとめ 

 

・レポートの作成 

・振り返りシート 

  （自己評価） 

Google Classroomから、レポートと振り

返りシートを提出する 

・Google ドキュメント 

・Google Foｒms 
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   (3)観点別評価 

時

間 

学習活動 評価基準 知 思 態 

１ 包丁を使うときに気

を付けることを考え

る。意見を書き込

む。 

包丁を使うときに気を付けることを考え、意見を

書き込むことができる。 

 〇  

タブレットできゅうり

のレシピを検索し、

班で作って見たい

料理のレシピを書き

込む。 

タブレットを使い、きゅうりの活用について調べ、

班で意見を述べたり、レシピを書き込んだりする

ことができる。 

  〇 

２ 調理実習 きゅうりを切る包丁の持ち方や手つき、姿勢が身

についており、すばやく、均等の厚さで切れる。 

〇   

３ 実習の振り返り 自分の姿勢の写真を見て振り返り、調理の完成

品の写真を添付し、まとめができる。 

 〇 〇 

                        知：知識・技術、思：思考・判断・表現、態：主体的に取り組む態度 

 

 (4) 授業実践 

    ア 対象生徒 

３学年フードデザイン受講生徒 今年度は２６人、３０人の２講座 

 イ Jamboardを活用したグループ内の意見集約 

 「１．きゅうりの半月切り 包丁を使うときに気をつけることは何ですか」という問いについて、 調理実習グ

ループごとのシートへ入力し意見を集約する。その後、他のグループの意見を見て、さらに 意見集約を

行う。その結果、講座内から挙げられた様々な「包丁を使うときの注意事項」を知ることができる。 
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 ウ グループごとの調べ学習（インターネット検索） 

 「２．半月切りきゅうりの活用法」」についてシート１枚目の条件（食材数、調味料数、使用可能な調味 料、

使用不可能な調味料）を確認した上で、各グループごとに調べ学習を行い、相談しながらのシートへまと

める。その後、グループ代表者が全体の発表を行う。他のグループの発表を見聞きする中で様々な「半

月きゅうりの活用法」があることに気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 「半月切りきゅうりの活用法」投票 

各グループの「半月きゅうりの活用法」の中から、各自が実践してみたいもの１つを選び、投票する。投票

結果をその場で、確認する。 
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オ「YouTube動画を見て正しい姿勢を確認する」 

「食物調理検定 ４級実技試験」 YouTube 動画（4 分）を各自、または、グループごと視聴し、正しい姿勢

や包丁の持ち方などを学ぶ。 

 

カ 写真を撮り「正しい姿勢」の比較をする 

 「食物調理検定 ４級実技試験」の基本姿勢写真を意識して、グループ内で「基本姿勢写真」を撮り、同

じシートへ貼り付け、正しい姿勢となっているか、どこを改善したらよいか確認する。必要に応じて再度写

真をとり、正しい姿勢に近づけた写真を貼り付ける。他のグループの写真も見比べ参考にする。 

 

 

キ まとめ 

（１）ドキュメントの「振り返りシート」へ各自入力しする。 

（２）フォームで一人一台端末活用するデジタル教材 

のまとめと、自己評価を行う。 
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 １ できなかった～ ５ たいへんよくできた の ５段階 

 



7 

 

  

 ６ 半月きゅうりの活用法で、料理を考案しましたが、工夫した点など記入しましょう。 

 

    ・沢山きゅうりを消費しやすいサラダにした。 

    ・みんなが美味しく食べれそうなものを考えた。 

    ・きゅうりと合う食材を選んで、作りやすい和え物がいいと思った。 

    ・きゅうりをより美味しく食べれるものにしたかった。 

    ・半月きゅうりが使われているレシピをみんなで調べて、簡単で美味しそうなレシピをできるだけ選 

    んで作った。 

    ・和え物とか、素材の特徴が残るようにした。 

    ・美味しく、食べやすくすることに気をつけました。 

    ・きゅうりの独特な匂いがあまり目立たないようにしました。 

 

 

   ７ 実際に調理実習で、きゅうりを使った料理を行った感想は、どうでしたか？ 

 

    ・できるだけ、コストを抑え、身近な食材で手に入りやすい食材を使った。 

    ・自分で作ったので美味しかった。変になってしまったものも多かったけど美味しく調理できた。 

    ・自分で作ったものなので美味しかった。食べるときにきゅうりの幅に違いがあることに気づいたの 

    で、一定の幅で切れるようになりたい。 

    ・班の人と頑張って考えたのでとても美味しかった。 

    ・手軽にできたので、家でも挑戦してみたいと思った。 

    ・すべての食材がとても合っていて、味付けも美味しかった。 

    ・おいしかった！！！ いっぱい食べた。 
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１１ １０「タブレットを活用した調理実習は、どうでしたか？」の回答について、具体的にその理由を記入し

てください。 

 

・書くのが大変だから、とてもスムーズに出来て良かったです。 

・わかりやすかった。 

・色んな知識を得られる。 

・楽しく出来たから。 

・簡単でいい。 

・手本が動画として残っていて反復しやすかった。 

・記録に残せていいと思う。 

・タブレットを使うことで、切り方の動画を見ることが出来て、より実践的に出来たと思う。 

・タブレットで写真を撮って自分の姿勢で改善できるところを見れるから。 

・紙でやったら濡れる可能性もあるので、タブレットの方が楽である。 

・タブレットがあったら、色々便利だと思った。 

・他の人の意見も頭に入れられる。 

・タブレットを使うことで効率良くできたから。 

・調理実習がやりやすくなった。 

・実際に自分の姿勢を知ることができるし、自分で分からないところがあったら、すぐ調べられるので満足

している。 

・動画や写真を見直しできるし、友達と共同で作業ができるから。 

・動画や写真を見て、自分のことを客観的に見ることができたので良かった。 

・紙で書くよりもまとめやすく、やりやすい。記録などをまとめることが出来、どのように改善していけばよい

か考えることができたから。 

・全体の意見などが話すよりも的確に伝わった。 

・自分たちで調べて、考えて作るのは初めてで面白かった。 

 

・タブレットを上手く使えない人もいるから、そういう人のことも考えてほしい。 

・タブレットは便利だが、調理台の上に置くとスペースをとり、大きすぎる。 

・めんどくさい。 

・タブレットを使っていない。 

・あってもなくても変わらないから。 

・写真を張る作業が大変だったから普通。 

・写真を撮るのも、入力するのも携帯の方が便利だから。 

 

１２ 全体を通して学んだこと・気づいたこと 感想などを記入してください。 

 

・包丁を使う際は、姿勢や持ち方に気をつけることが大切だと思った。 

・計画を立てて作るのが楽しかった。 

・きゅうりっていう素材だけでも、こんな料理の幅があったことにびっくりした。 

・普段姿勢まで、しっかりと意識しないけれど、ちゃんと足を開いたり、背筋を伸ばしたり正しい方法が知れ

たので日常でも意識した。 

・切る姿勢や包丁の持ち方で、切りやすさがすごく変わった。これから料理する時も、意識してやりたい。 

・簡単で美味しくできる料理だったので楽しくできた。協力して作る楽しさを改めて実感した。 

・将来的に必要になるものであるので、しっかりとした心構えでやっていきたいし、学んでいきたい。 

・一人暮らしした時に活用できるようなことが沢山あって良かった。 

・初めて作った料理でも、みんなと協力して完成することが出来たことがとても嬉しかった。片付けも、作業

工程も班の人と協力して最後まで出来た。料理も美味しくて、また作ってみたいと思った。 

・実際に調理をすることによって以前より調理の技術を身につけたり、調理の楽しさを知ることができた。 

・料理ムズイ。 

・普通に紙にしてほしい。 
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４ 研究成果と課題   

  本研究では、「調理実習において ICT を活用し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を

図る」ことを目標としてきた。調理実習を通して学ぶ内容は多岐にわたる。その中で今回は「包丁の扱い

方」に焦点を当てた教材開発を行った。 

 正しい姿勢、正しい持ち方で包丁を扱うことは、その後の技術向上と安全確保につながるが、Jamboard

で意見を求めたところ、「指を切らないように」「猫の手」「包丁の持ち方」など、手元に集中して意見が出て、

姿勢に関する意見はほとんどなかった。その次に動画を見せながら、姿勢について意識づけをし、調理

実習時間に動画を再確認したり、写真を撮ることにより、その場で自分の姿勢と手本の姿勢の違いに気

づき、自らの姿勢改善につながった。これが、きゅうりの切れた枚数の増加につながったと考える。 

 また、タブレットを使って、きゅうりの活用法（料理）を検索したことで、「こんなに料理の幅があったことに

びっくりした」とのように、インターネットで調べることで、書籍で調べたり自分の経験で考えたりするよりも、

レシピ検索しやすかった。また、レシピを書きとるにも、スライドにしたことで、プリントに手書きで書くより短

時間で効率よく書け、発表するにも電子黒板やタブレット内で他の班のまとめが見やすく、短時間で様々

な料理を知ることができた。 

  

 したがって、調理技術を習得するための導入として専門学科、普通科ともに扱える内容であり、効果的

であったと考える。 

 高校の調理実習では、生徒４０人を１人の教員で担当することが原則であるが、生活力の低下に加え、

特性のある生徒や食物アレルギーの配慮が必要な生徒が年々増加しており、40 人の大人数の実習は困

難さが増している。今回のタブレットを活用した調理実習について、「調理実習がやりやすくなった」「動画

や写真を見て自分のことを客観的に見ることができて良かった」「分からないことはすぐに、調べられてい

い」「友達や全体の意見が視覚的に見ることで的確に伝わりやすい」といった生徒の感想から、家庭科の

授業や実習において効果的に ICT 教材を取り入れていくことが問題解決の１つの方法になり得ると考え

る。 

 今回の課題としては、Jamboard の不適切な書き込みや、実習中にタブレットを汚さないようにどこに置く

か、まとめのドキュメントに写真が貼り付けられなかった、などがあがった。これらは授業でタブレットや

Google Workspace を使い続けることで、教員も生徒も情報リテラシーが向上したり、改善していくことと考

える。 

 

 

参考：家庭科技術検定関係、動画、サイト他 ※４級検定の概要 

 

 


